
ޛ
ᨗ
新
Ꭵ
ᅈ
⍿

ࡨ
ᘍ
ໝ

ɧ
࢘
ᣐ
᠃
⎡
ᛦ
௹

ڼ

　
印
刷

場
の
別
会
社
化
に


対
し
て
き
た
山
陽
新
聞
労
組
の

運
動
方
針
を
理
༝
に
、
田

委

員
長
（
üþ
）
と
加
լ
副
委
員
長

（
ýú
）
を
会
社
が
新

場
に
出

向
さ
せ
ず
異
職
छ

転
し
た
ෆ


労
働
行
ҝ
事
件
で
、
岡
山
県

労
働
委
員
会
の
第
１
回
ௐ
ࠪ
が

８
月
１
日
に
行
わ
れ
た
。

　
ٹ
ࡁ
ਃ
し
立
て（
４
月
ùû
日
）

か
ら
̏
Χ
月
Ҏ
上
か
か
る
の
は

ۃ
め
て
異
ྫ
。
社
ଆ
が

や
か

に
代
理
人
ห
ޢ
࢜
を
選
任
し
な

い

Ԇ
行
ҝ
が
あ
り
、
県
労
委

も
期
日
設
定
の
ਝ

さ
に
ܽ
け

た
。
さ
ら
に
、
社
ଆ
が
５
月
に

出
し
た

ห
書
は
۩
体
త
な


論
な
し
の
ࢴ

れ
の
１
ຕ
。
７

月
に
出
し
た
४
උ
書
໘
も
、


Ի
を
確
認
す
れ
ば
す
͙
分
か
る

団
ަ
発
ݴ
す
ら
認
൱
を
ආ
け
、

争
点
整
理
を

げ
て
い
る
。

　
組
合
ଆ
は
「
な
ͥ
こ
ん
な
に

༔
長
な
の
か
。
̏
Χ
月
た
っ
て

『

っ
て
認
൱
す
る
』
と
は
ۃ

め
て

念
」「
ず
る
ず
る
と


Ԇ
さ
せ
て

事
者
が
定
年
に
な

っ
た
ら
ٹ
ࡁ
の
意
味
が
な
い
」

と
ਝ

な
進
行
を
ٻ
め
た
。

　
社
ଆ
は
２
人
を
印
刷
業
務
か

ら
「
ഉ
আ
し
て
い
な
い
」「
ฤ

　
南
さ
ん
は
神
ಸ
川
県
出

、

１
９
７
９
年
ੜ
ま
れ
の
úĀ
ࡀ
。

２
０
０
２
年
に
ே
日
新
聞
に
ೖ

社
。÷ÿ
年
に
政
治
部
員
と
な
り
、

੨
木
װ
༤
ࢯ
の
地
元
・
出
Ӣ
の

政
治
෩

を
探
る
ル
ポ
「
探
๚

อ
守
」
を
ࢴ
໘
で
手
が
け
た
ほ

か
、

時
の
民
主
党
政
ݖ
の
取

ࡐ
を
୲

し
た
。
øú
年
か
ら
２

２
０
１
８
年
９
月
１
日

　
　
日
本
新
聞
労
働
組
合
連
合
　
　
　
　
　
　
　
中
央
副
執
行
委
員
長
　
ਿ
山
ዳ
一

　
規
約
第
ù÷
条
に
よ
り
、
新
聞
労
連
第
１
̏
２
回
定
期
大
会
の
࠶
開
大
会
を
次
の
௨
り

ট
集
し
ま
す
。

　
日
時
　
９
月
ùý
日
（
水
）
ޕ
後
１
時
か
ら
２
時
ま
で

　
会
場
　
東
京
・
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
２
̖
会
議
ࣨ

　
議
題
　
ᶃ
本
部
報
告
ᶄ
役
員
人
事
ᶅ
そ
の
ଞ

公　　示

㹋㹇㹁࣒࣮࢛ࣛࣇ࡞

　

島
県
マ
ス
コ
ミ
文
化
共
ಆ

会
議
と
日
本
マ
ス
コ
ミ
文
化
情

報
労
組
会
議
（
̢
̞
̘
）
は
、

８
月
５
日
、

島
市
内
で
「
֩

な
き
ੈ
界
実
現
の
た
め
に
Ỗ
ඃ

ര
ࠃ
日
本
の

任
」を
開
い
た
。

全
ࠃ
か
ら
ࢀ
加
し
た
約
１
５
０

人
が
、
֩
の
ࢂ
Ւ
を
ޠ
り
継
͙

こ
と
の
重
ཁ
ੑ
を
࠶
確
認
し

た
。

　
中
ࠃ
新
聞
報
道
部
の
水
川
ګ

ี
記
者
は
、
֩
兵
ث
ې
止
条
約

制
定
ަ
ব
会
議
を
取
ࡐ
し
た
経

年

は
、
大
ࡕ
本
社
社
会
部
で

ڮ
Լ
ప
ࢯ
を
取
ࡐ
。
そ
の
後
は

࠶
び
政
治
部
員
と
な
り
、
安
ഒ

政
ݖ
Լ
の
政
治
取
ࡐ
に
か
か

わ
っ
て
き
た
。
共
ஶ
に
「
ル
ポ
　

ڮ
Լ
ప
」「
ݖ
力
の
『
എ
৴
』

Ổ
森
༑
・
加
計
学
Ԃ
問
題
ス

ク
ー
プ
の
現
場
」（
い
ず
れ
も

ே
日
新
聞
出
൛
）
が
あ
る
。

集
局

ఔ

理
部
を
ر

し
た

の
は
山
陽
労
組
」
と
、
県
労
委

を
ٗ
く
主
ு
を
展
開
。
田

さ

ん
は
「
別
会
社
化
に
は

対
だ

が
（
ࣗ

の
）
出
向
に
は

対

し
て
い
な
い
。
定
年
ま
で
新


場
で
ؤ
ு
る
」
と
、
別
会
社
化

が
強
行
さ
れ
て
本
社

場
も
な

く
な
る
Ҏ
上
、
出
向
も
や
む
な

し
と
い
う

વ
の
立
場
を
ૌ
え

た
。
次
回
ௐ
ࠪ
は
ø÷
月
øĀ
日
に

行
わ
れ
る
。

　
　
　
　（
２
໘
に
関
連
記
事
）

ϐ

ٻ
˟
で
ᢠ
Ј
⎫

ݧ
な
ど
に
つ
い
て
特
別
報
告
を

行
っ
た
。
ଓ
い
て
、
ࠃ
ࡍ
協
力

̣
̜
Ｏ
「
ϐ
ー
ス
Ϙ
ー
ト
」
共

同
代
表
で
、
֩
兵
ث
ഇ
絶
ࠃ
ࡍ

Ω
ャ
ン
ϖ
ー
ン
「
̞
̘
̖
̣
」

ࠃ
ࡍ
運
Ӧ
委
員
の
川
崎
哲
さ
ん

が
基
ௐ
講
演
。
川
崎
さ
ん
は
同

条
約
の
意
義
を
「
た
く
さ
ん
の

ࠃ
が
条
約
に
ࢀ
加
す
る
こ
と

で
、
֩
อ
有
ࠃ
の
ݞ

が
ڱ
く

な
っ
て
い
く
こ
と
、
そ
れ
が
ま

ず
ૂ
い
だ
」
と
述
べ
た
。

　
ଓ
い
て
、
水
川
記
者
と
川
崎

さ
ん
が
パ
ネ
ル
デ
ỹ
ス
Χ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
水
川
記
者

は
「
֩
の
ࡿ
」
の
実
ଶ
や
、
こ

う
し
た
表
現
の
是
ඇ
に
つ
い

て
、
メ
デ
ỹ
ア
ଆ
に
も
議
論
が

ඞ
ཁ
で
は
な
い
か
と
問
題
ఏ

ى
。
川
崎
さ
ん
は
、
同
条
約
に

ࢀ
加
し
て
い
な
い
日
本
に
つ
い

て
、「
֩
兵
ث
に
つ
い
て
日
本

は
ど
う
す
べ
き
か
、
と
い
う
議

論
が
日
本
ࠃ
内
で
な
さ
れ
て
い

な
い
」
と
ࢦ
ఠ
。
メ
デ
ỹ
ア
に

は
、
ଞ
ࠃ
の
֩
兵
ث
ې
止
条
約

の
୲


や
̣
̜
Ｏ
と
つ
な
が

り
を
つ
く
り
、「
現
場
の
ੜ
の

話
を
ど
ん
ど
ん
紹
介
し
て
い
く

࢟

が
ٻ
め
ら
れ
る
の
で
は
」

と
ア
υ
バ
イ
ス
し
た
。

　
報
告
に
ઌ
立
ち
、
̧
̘
̘
中

ࠃ
์
ૹ
が
制
作
し
た
υ
Ω
ỿ
メ

ン
タ
リ
ー
൪
組
「
ݪ
ര
が
Ҩ
し

た
子
ら
Ỗ
体
内
ඃ
മ
খ
頭
児
を

さ
さ
え
て
Ỗ
」が
上
ө
さ
れ
た
。

ݪ
ര
খ
頭

の
人
々
の
ଘ
在
を

見
つ
け
出
し
、
支
援
を
ଓ
け
た

̧
̘
̘
の
元
記
者
・
ळ
৴
ར


さ
ん
の
ੜ
֔
を
ඳ
い
て
い
る
。

　
締
め
く
く
り
に
採
択
し
た
ア

ϐ
ー
ル
文
で
は
、
同
条
約
の
制

定
に
お
け
る
̞
̘
̖
̣
の
取
り

組
み
を
た
た
え
る
一
方
で
、
条

約
に
ॺ
名
し
な
い
日
本
政
府
に

つ
い
て
は
「
֩
ഇ
絶
へ
の
う
ね

り
に

を
എ
け
る
か
の
よ
う
な

政
府
の
࢟

に
、
ඃ
ര
者
は
ౖ

り
、
ੈ
界
も
ࣦ

し
て
い
る
」

と
ඇ

。
そ
の
上
で
「
人
間
の

行
い
に
対
し
て
は
、
人
間
は
無

力
で
は
な
い
」
と
し
て
、
ඃ
ര

ࠃ
と
し
て
の
ڭ
܇
や
体
ݧ
を
発

৴
し
て
い
く
こ
と
を
誓
っ
た
。

【
ே
日
学
ੜ
新
聞
労
組
・
ീ
木

み
ど
り
】

 

і
ᡲ
ۀ
Ճ
ᧈ
ͅ
ᙀ
⎞

⍤
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（朝日）

　
ே
日
新
聞
労
組
は
８
月
ùÿ
日
に
開
い
た
࠶
開
本
部
定
期
大
会

で
、
新
聞
労
連
委
員
長
ީ
ิ
と
し
て
、
南
জ
（
み
な
み
・
あ
き

ら
）
さ
ん
を
ਪ
ન
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。
９
月
ùý
日
に
予
定

さ
れ
る
新
聞
労
連
第
１
̏
２
回
（
࠶
開
）
定
期
大
会
で
認
め
ら

れ
れ
ば
、
同
日
か
ら
正
式
に
ண
任
す
る
。

　
南
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
新
聞

労
連
の
活
動
に
ࢀ
加
し
た
経
ݧ

も
あ
り
、
øþ
年
５
月
に
開
催
さ

れ
た
新
ݚ
中
央
集
会
で
は
講
ࢣ

を
務
め
た
。「
Ἓ
χ
ỿ
ー
ス
と

メ
デ
ỹ
ア
Ỗ
な
ͥ
、
ڏ
ِ
情
報

が

が
る
の
か
ʁ
」
と
題
し
た

パ
ネ
ル
౼
論
で
、
情
報
の
ਅ
ِ

を
検
ূ
す
る
ϑ
Ỹ
ク
ト
チ
ェ
ッ

ク
の
重
ཁ
ੑ
な
ど
を
説
明
し

た
。

　
労
連
本
部
は
手
ଓ
き
を
経
た

う
え
で
、
খ
ྛ
基
ल
・
前
委
員

長
（
北
ւ
道
新
聞
労
組
出

）


い
る
執
行
部
か
ら
、
南
さ
ん

を
委
員
長
と
す
る
執
行
部
に
移

る
こ
と
に
な
る
。

　
新
聞
労
連
の
一

の
活
動
強

化
の
た
め
、
新
体
制
に
対
し
て

も
Ҿ
き
ଓ
き
各
地
連
、
୯
組
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

【
ே
日
労
組
・
大
宮
࢘
૱
】

⍫
ᒉ
ᎍ
⎒
⎔
⎡

ѣ
⏅
ૅ
ੲ
⍬

　
新
聞
労
連
と
長
崎
・
マ
ス
コ

ミ
文
化
共
ಆ
会
議
は
８
月
月

８
、９
の
྆
日
、
長
崎
市
で
長

崎
マ
ス
コ
ミ
ϑ
Ỽ
ー
ラ
ム
を
開

い
た
。「
つ
な
͙
８
・
９
Ỗ
平
和

運
動
の
ي

」
を
テ
ー
マ
に
１

日

は
元
ધ
ொ
の
平
安
ֳ
α
ン

プ
リ
Τ
ー
ル
で
ߴ
ߍ
ੜ
平
和
大


ら
に
よ
る
パ
ネ
ル
౼
議
を

行
っ
た
。
ඃ
ര
ࠃ
の
マ
ス
コ
ミ

労
働
者
と
し
て
の

務
を
あ
ら

た
め
て
ࣗ
֮
し
「
֩
兵
ث
の
ඇ

人
道
ੑ
を

え
若
者
た
ち
の
活

動
を
支
援
し
て
い
く
」
と
す
る

ア
ϐ
ー
ル
文
を
採
択
。
全
ࠃ
の

新
聞
・
์
ૹ
関

者
ら
約
þ÷
人

が
ࣖ
を

け
た
。

　
ࠃ
連
܉
ॖ
会
議
で
֩
ഇ
絶
を

ٻ
め
て
活
動
す
る
「
ߴ
ߍ
ੜ
平

和
大

」
の
取
り
組
み
は

１
９
９
８
年
に
࢝
ま
り
、全
ࠃ
・

ੈ
界
か
ら
代
表
を
選
Ϳ
ま
で
に


野
を

げ
今
年
ùø
年

を
迎

え
た
。
パ
ネ
ル
౼
議
に
は
ùø
代


大

を
務
め
る
長
崎
県
立
長

崎
北
陽

ߴ
̏
年
の
ߔ
上
大
ت

さ
ん
、
第
４
代
大

と
し
て
活

動
し
た
ౢ
田
ઍ
ࠤ
子
さ
ん
、
活

動
の
発
案
者
と
し
て
若
い
ੈ
代

を
支
援
し
て
き
た
平
野
৳
人
・

平
和
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ॴ
長

が
ొ
ஃ
。
コ
ー
デ
ỹ
ネ
ー
タ
ー

は
テ
レ
ビ
長
崎
労
組
の
ڮ
場
ل

子
ࢯ
が
務
め
た
。

　
౼
議
に
ઌ
立
ち
、
日
本
テ
レ

ビ
ܥ
ྻ
の
長
崎
ࠃ
ࡍ
テ
レ
ビ
が

制
作
し
た
「
̣
̣
̣
υ
Ω
ỿ
メ

ン
ト
　
øþ
ࡀ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
Ỗ

ߴ
ߍ
ੜ
１
万
人
の
ॺ
名
Ỗ
」
を

上
ө
し
た
。

　
ߔ
上
さ
ん
は
メ
デ
ỹ
ア
の
取

ࡐ
を
受
け
る
ࡍ
「
ඃ
ര
者
の
声

を

え
る
こ
と
を
重
視
し
て


え
て
い
る
が
、
実
ࡍ
の
記
事
に


ө
さ
れ
る
こ
と
が
গ
な
い
。

ࣗ
分
た
ち
が

え
た
い
こ
と
と

メ
デ
ỹ
ア
が
報
道
し
た
い
こ
と

に
ず
れ
が
あ
る
と
ײ
じ
る
」
と

ଧ
ち
明
け
た
。
平
野
ࢯ
は「（
メ

デ
ỹ
ア
は
）
記
事
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
事
前
に
決
め
て
い
て
、

そ
の

に
合
っ
た
回

を
こ
ち

ら
が
す
る
ま
で
Կ
度
も
同
じ
࣭

問
を
܁
り
ฦ
す
」
と
ۤ
ݴ
を
ఄ

し
た
。
そ
の
上
で
「
メ
デ
ỹ
ア

の
協
力
が
な
け
れ
ば
ࣗ
分
た
ち

⍫
ఋ
⎡
Ͳ
⎡
ܱ
७
、
ᜭ
ᛯ
⏅
⍬

㸦ୖ ᗈᓥ㸧⇕ᚰ㆟ㄽࡢ$1&,ࡿࡍᕝᓮဴࢇࡉ୰ᅜ᪂⪺ࡢỈ
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の
活
動
を
ੈ
の
中
に

め
る
こ

と
が
で
き
な
い
」
と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
長
崎
ݪ
ര
ඃ
ࡂ
者
協

議
会
の
横
山
র
子
副
会
長
が
ࣗ


の
ඃ
ര
体
ݧ
や
ඃ
ര
者
へ
の

支
援
活
動
に
つ
い
て
講
演
し

た
。
横
山
ࢯ
は
ඃ
ര
し
た
Ո


の
ප
ۤ
を
ৼ
り
ฦ
り
「
ݪ
ര
さ

え
な
け
れ
ば
私
た
ち
は
ָ
し
い

人
ੜ
を
ૹ
れ
た
」
と

っ
た
。

横
山
ࢯ
の
講
演
中
、
会
場
か
ら

は
す
す
り
ٽ
く
声
も
࿙
れ
た
。

　
長
崎
へ
の
ݪ
ര
投
Լ
か
ら
þú

年
と
な
る
ཌ
９
日
は
長
崎
新
聞

社
前
か
ら
ര
৺
地
講
演
ま
で
の

平
和
ࢄ
า
を
行
っ
た
。

【
新
聞
協
会
労
組
・
ࡈ
藤
ำ
】

   

 ࠼
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会社のフェイク主張 実際の状況 その後の対応
1961年7月に山陽労組が初のストラ
イキ闘争を行った事実はない。

闘争を成功させ、要求のほとんどを
勝ち取った。

団交での組合からの指摘を受け、7
月31日付第2準備書面で訂正。

会社は1962年2月に山陽新聞第一労
組を結成させた事実はない。

会社は意図的に山陽労組批判グルー
プを育成し、職制50人をも組合員化
し、第一労組を結成させた。

態度を変えず。

会社は1962年11月に山陽労組の4役
5人を解雇した事実はない。

不当解雇は労働委員会や裁判所で断
罪され、1973年に争議全面解決協定
書を取り交わし、原職復帰。

団交での組合からの指摘を受け、7
月31日付第2準備書面で訂正。

片山氏は異動についての面談の席で
「組合が方針を変えないと早島工場
に行かせられない」という趣旨の発
言はしていない。

面談での片山氏の発言がこの事件の
発端。この発言に組合が抗議したこ
とから事件が始まっている。

態度を変えず。

組合側が工程管理部への配転を要求
してきた。

早島工場に出向させないという会社
の頑なな態度に対し、2人の雇用を守
るために異議を留めて、やむなく異
動を受け入れた。

態度を変えず。

組合は、倉敷工場と早島工場を運営
する印刷センター社の解散を求めて
いる。

直営化の要求はしているが、解散を
求めたことはない。存在自体を否定
したこともない。

8月20日付第４準備書面で、「倉敷
工場稼働時に解散をも要求してい
た」とさらに虚偽主張を重ねる。

残業発生時に15分の休憩を付す労働
協約について、組合はその改定を提
案していない。「権利を行使しな
い」と述べただけ。

3月27日の団交ではっきりと「協約
の改定を提案」している。

8月20日付第４準備書面で修正。組
合側主張を認める。

早島工場に出向すると、2人の通勤
時間が長くなる。

倉敷市在住の2人は、本社より早島工
場の方が圧倒的に家から近い。

8月1日の県労委調査での加賀副委員
長の発言を受け、8月20日付第４準
備書面で修正。

早島工場の輪転機を動かすにはパソ
コンによる操作方法の習得が必要。

操作は集中制御盤で行い、パソコン
は使わない。

態度を変えず。

2人はパソコンスキルがないと何度
も主張した。

田淵委員長が写真映像部への異動を
打診された際に、パソコンによる画
像処理は経験がなく業務に対応でき
ないと主張したことがあるが、加賀
副委員長はそういう主張をしたこと
は一度もない。

態度を変えず。

工程管理部の業務にはパソコンの高
度のスキルは必要ではない。

部数管理等は全てパソコンで行われ
ており、それなりのスキルが必要。

態度を変えず。

15
場
を
ど
う
運
Ӧ
す
る
か
。
労

間

で
大
き
な
議
論
に
な
っ
て
い
た
。
会

社
ఏ
案
の
別
会
社
化
に
山
陽
新
聞
労

組
は
「

対
」。
一
労
も
「
全
໘
見
直

し
」
を
ܝ
げ
た
。
と
こ
ろ
が
、
あ
る

日
を
境
に
ಥ
વ
、
一
労
は
別
会
社
化

の
容
認
に

る
。

　
職
場
内
の
強
い

対
の
声
を
ͻ
っ

く
り
ฦ
そ
う
と
、
一
労
の
װ
部
が
前


、
組
合
員
に
電
話
߈

を
か
け
て

強
Ҿ
に
説
き
෬
せ
た
と
後
で
聞
い

た
。
ࣗ
分
に
は
電
話
は
な
か
っ
た
。

一

で
方
針
を

す
や
り
方
に
զ
ຫ

が
な
ら
ず
、

退
。
ے
を
௨
し
て
ಆ

う
山
陽
労
組
に
ೖ
っ
た
。

　
あ
れ
か
ら
ùÿ
年
、
定
年
ま
で
２
年

を

っ
た
今
年
５
月
、

ٺ
化
し
た

本
社

場
は
ด

。
印
刷
で
働
き
ଓ

け
る
に
は
߫
外
に
新
設
さ
れ
た
別
会

社
の
新

場
へ
行
く
し
か
な
い
。
だ

が
、
会
社
は
出
向
さ
せ
な
か
っ
た
。

Ү
Т
Ꮀ
ئ
で
ҡ
ಅ
⎊
⎒
⍷

 ɧ࢘ễᣐፗ᠃੭Ệ
 ሂᡫẲềᇌẼӼẦạ

加賀 光夫 さ
ん

山陽新聞労組

　
か
が
・
み
つ
お
　
１
９
５
５
年
、岡

山
県
ੜ
ま
れ
。þû
年
、山
陽
新
聞
社
に

ೖ
社
。Ā÷
年
に
山
陽
労
組
に
加
ೖ
し
、

Āþ
年
か
ら
副
委
員
長
。本
来
の
職
場

で
あ
る
印
刷
部
で
は
副
部
長
（
ػ

長
）。झ
味
は

り
。
ෑ
市
在
ॅ
。

ừ
ø
Ửøÿ

ळ
ق
ɾ


ಆ
૪
౷

Ұ
ཁ
ٻ
ͷ
ఏ
Ҋ

ᶃ
基
४
内
ൺ
２
・
þ÷
Χ
月
（
前

年
ౙ
ཁ
ٻ
実

）
Ҏ
上
の
֫
ಘ

ᶄ
長
時
間
労
働
を
是
正
し
、
働

き
や
す
い
職
場
環
境
を
実
現
す

るᶅ
ඇ
正
規
労
働
者
、
無
期
転
換

労
働
者
の
待
۰
改
ળ
を
勝
ち
取

るừ�
Ử
ಆ
૪
ํ


　
øÿ
年

一
時
ۚ
ಆ
争
で
は
基

४
内
ൺ
２
・
þ÷
Χ
月
（
前
年
ౙ

ق
ཁ
ٻ
実

）
を
統
一
ཁ
ٻ
基

४
と
し
、
最

で
も
ࡢ
年

一

時
ۚ
実

２
・
ú÷
Χ
月
を
上
回

る
回

を

ࢦ
し
て
い
き
ま

す
。
も
っ
と
も
、
労
連
統
一
ཁ

ٻ
は
あ
く
ま
で
も
最

ݶ
の
ཁ

ٻ
で
あ
り
、
ࣗ
ら
の
組
合
員
の

ཁ
ٻ
に
基
ͮ
き
、
ߴ
い
֫
ಘ


ඪ
を
ܝ
げ
る
組
合
の
ަ
ব
を


げ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
経
Ӧ

を
๊
え
る
組

合
や
労

関

が
ѱ
化
し
て
い

る
組
合
に
お
い
て
は
、
一
時
ۚ

支
څ
そ
の
も
の
が
実
ࢪ
さ
れ
る

か
ど
う
か
が
য
点
と
な
り
ま

す
。
安
қ
に
ଥ
協
せ
ず
、
積
ۃ

త
に
ཁ
ٻ
を
ܝ
げ
て
、
有
ֹ
回


を
勝
ち
取
り
ま
し
Ỷ
う
。

　
社
ଆ
は
、
一
時
ۚ
を
人
事
ߟ

課
制
と
関
連
付
け
る
こ
と
で
社

員
間
֨
ࠩ
を
ॿ
長
し
た
り
、
業


連
動
ܕ
の
支
څ
方
式
を
採
る

こ
と
で

制
し
よ
う
と
し
て
き

ま
す
。
一
時
ۚ
は
ੜ
活
څ
の
一

部
で
あ
る
と
い
う
組
合
ଆ
の
論

理
を
؏
い
て
、
組
合
員
の

ら

し
を
守
る
た
め
の
ಆ
い
を
展
開

し
て
い
き
ま
し
Ỷ
う
。

　
ま
た
、社
ଆ
は
一
時
ۚ
ݪ
ࢿ

を
一
方
త
に
設
定
し
、労

対


の
ݪ
ଇ
を
無
視
し
た
一
時
ۚ

ަ
ব
を
行
お
う
と
し
て
き
ま
す
。

ᾀᾇ
ᅸ
␡
年

᧭
ʗ
૾
ᤆ

　
第
１
̏
２
回
定
期
大
会
（
休
会
中
）
で
決
定
し
た
ळ
・

年

ಆ
争
の
統
一
行
動
日
ఔ
は
Ҏ
Լ
の
௨
り
。

˖

ᶃ
ୈ
̍
࣍
౷
Ұ
ߦ
ಈ
日
ủ
ཁ
ٻ
ఏ
ग़
Ứ
ø÷
月
ùü
日
ớ

Ờ

　
ཁ
ٻ
ఏ
出
日
。
こ
の
日
ま
で
に
全
୯
組
が
ཁ
ٻ
を
ఏ
出

す
る
。

ᶄ
ୈ
̎
࣍
౷
Ұ
ߦ
ಈ
日
ủ
ճ

ࢦ
ఆ
Ứ
øø
月
̔
日
ớ

Ờ

　
回

ࢦ
定
日
。
各
୯
組
は
こ
の
日
ま
で
に
ス
ト
ݖ
確
立

な
ど
の
ಆ
争
ଶ

を
整
え
る
。
ೲ
ಘ
の
い
く
回

を
ಘ
る

た
め
に
全
組
合
員
ࢀ
加
の
行
動
に
取
り
組
む
。
ෆ

な


ֹ
回

に
は
抗
議
行
動
を
と
る
。
回

Ҿ
き
Ԇ
ば
し
に
対

し
て
は
、
øø
月
øü
日
の
第
̏
次
統
一
行
動
日
ま
で
に
、
ඞ

ず
回

す
る
よ
う
ަ
ব
す
る
。

ᶅ
ୈ
̏
࣍
౷
Ұ
ߦ
ಈ
日
ủ
࠶
ճ

ࢦ
ఆ
日
Ứ
øø
月
øü
日

ớ

Ờ

　
࠶
回

ࢦ
定
日
。
８
日
に
θ
ロ
回

や
ෆ

な

ֹ
回


だ
っ
た
場
合
、
こ
の
日
に
２
次
回

を
ࢦ
定
し
、
ス
ト

ݖ
行

な
ど
強
力
な
ަ
ব
で
回

を
Ҿ
き
出
す
。

ᶆ
ୈ
̐
࣍
౷
Ұ
ߦ
ಈ
日
ủ
࠶
ճ

ࢦ
ఆ
日
Ứ
øø
月
ù÷
日

ớ
Ր
Ờ
Ỗ
ùù
日
ớ

Ờ

　
最
後
の
Ϡ
マ
場
と
Ґ
ஔ
付
け
、
決
ண
を
は
か
る
。

組
合
は
、こ
う
し
た
ଶ
度
に
ؽ

વ
と
対
Ԡ
し
、組
合
員
の
ؤ
ு

り
に
報
い
る
一
時
ۚ
を
ཁ
ٻ
し

勝
ち
取
っ
て
い
き
ま
し
Ỷ
う
。

　
ま
た
、
一
時
ۚ
ݪ
ࢿ
が
ݶ
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
理
༝
と
し
て

ᾀᾇ
ᅸ
␡
年

᧭
ʗ
日
ᆉ

　
山
陽
労
組
の
田

委
員
長
と

加
լ
副
委
員
長
が
印
刷
職
場
か

ら
締
め
出
さ
れ
た
ෆ

労
働
行

ҝ
事
件
で
、
社
ଆ
が
岡
山
県
労

委
に
出
し
た
४
උ
書
໘
は
事
実

に

す
る
主
ு
が
い
く
つ
も
ฒ

び
、
報
道
ػ
関
と
し
て
の
࢟


を
ٙ
わ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。

　「
２
人
を
印
刷
業
務
か
ら
ഉ

আ
し
て
お
ら
ず
、組
合
の
ほ
う
が

異
職
छ

転
を

ん
だ
」か
の

よ
う
な
主
ு（
１
໘
ࢀ
র
）は
最

た
る
も
の
だ
。実
ࡍ
は
、社
ଆ
が

ؤ
と
し
て
２
人
を
新

場
へ
行

か
せ
な
い
࢟

に
ऴ
࢝
し
た
た

め
、ま
ず
雇
༻
を
守
る
に
は
異

議
を
ཹ
め
て

転
ઌ
で
ब
労
せ

͟
る
を
ಘ
な
か
っ
た
。
転
ઌ

と
し
て
、田

さ
ん
は
ࣸ
ਅ
ө

૾
部
を
ଧ

さ
れ
て
い
た
が
、

組
合
が
࠶
ߟ
を
ٻ
め
、加
լ
さ

本

に
印
刷
業
務
か
ら
２
人
を

「
ഉ
আ
し
て
い
な
い
」な
ら
、ど
う

な
る
か
Ổ
。そ
う
で
あ
れ
ば
、意

向
ௐ
ࠪ
で
２
人
が
新

場
ۈ
務

を
ر

し
て
い
た
事
実
を
社
ଆ

も
認
め
て
い
る
Ҏ
上
、第
一
労

　

ᅈ
ͨ
ɼ
ࢌ
Ƹ
ȕ
⌫
Ǥ
ǯ

᠍

　

 　
　
　
　
　

  

إ
ᢊ
ೞ
᧙
⎡
ۋ
Ѭ
բ
⏂
⎿
⎾

か
つ
て
の

ෑ

場
か
ら
一
؏
し
て

別
会
社
化
に

対
し
て
き
た
山
陽
労

組
へ
の
意
झ
ฦ
し
だ
。

　
印
刷
一
ے
ûû
年
。
新

場
で
ண
る

制

の
採
ੇ
も
ࡁ
ん
で
い
た
。「
愛

ண
あ
る

事
を
全
う
し
て
ଔ
業
し
た

い
」
と
い
う

た
り
前
の
願
い
を
、

ภ
ڱ
な
会
社
の
組
合
ఢ
視
政
ࡦ
が
౿

み
に
じ
っ
た
。

　
労
働
者
の
分
断
は
ੲ
か
ら
ଓ
い
て

い
る
。
一
労
は
、
会
社
が
山
陽
労
組

を
分
྾
さ
せ
て
作
ら
せ
た
組
合
だ
。

「
一
労
に
い
た
こ
ろ
『
あ
れ
（
山
陽

労
組
員
）
と
も
の
を
ݴ
う
な
。
༡
び

に
も
行
く
な
』
と
ݴ
わ
れ
た
。
そ
ん

な
の
無
理
じ
Ỵ
。
印
刷
は
１
人
じ
Ỵ

な
い
、
集
団
作
業
じ
Ỵ
」
。
職
場
に

ࠩ
別
と
分
断
を
࣋
ち
ࠐ
む
会
社
の
ඇ

組（
労
連
ඇ
加
ໍ
）の
組
合
員
た

ち
と
同
様
に
、本
人
の
意
思
を

ଚ
重
し
て
新

場
へ
行
か
せ
れ

ば
ࡁ
む
話
だ
。

　
ย
山
印
刷
局
長
（
取
締
役
）

は
団
ަ
で
˝
別
会
社
化

対
の

組
合
方
針
は
２
人
を
新

場
に

行
か
せ
る
か
൱
か
の
検
౼
ࡐ
ྉ

˝
ఫ
回
し
な
い
と
出
向
さ
せ
に

く
い
˝
組
合
と
し
て
ʷ
を
˓
に

す
る
の
だ
か
ら
、
け
じ
め
が
ཁ

る
Ổ
と
発
ݴ
。

Ի
も
あ
る
の

に
社
ଆ
が
こ
の
認
൱
を
ཹ
อ
し

た
の
は

Ԇ
行
ҝ
で
あ
る
と
同

時
に
、
ෆ
都
合
な
事
実
を
認
め

た
く
な
い
、
Կ
と
か
ご
ま
か
し

た
い
と
い
う
࢟

の
表
れ
だ
。

　
ย
山
局
長
は
、
ݸ
人
໘
ஊ
で

も
˝
別
会
社
化
に

対
の
ض
を

߱
ろ
さ
な
い
と
け
じ
め
が
つ
か

な
い
˝
間
ҧ
っ
て
い
た
と
会
社

に
断
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
Ổ
な
ど
と
２
人
に
ഭ
っ
た
。

社
ଆ
が
書
໘
で
「
そ
の
よ
う
な

発
ݴ
は
し
て
お
ら
ず
ộ
」
と
൱

認
し
た
の
は
明
ら
か
な
ڏ
ِ
。

団
ަ
と
ҧ
い

Ի
が
な
い
た

め
、
ݴ
っ
た
ݴ
わ
な
い
の
水
ֻ

人
間
ੑ
を
、
ॊ
和
な
স
إ
が
୰
く
。

　

໘
は
異
議
を
ཹ
め
、
転
さ
れ

た
ฤ
集
局

ఔ

理
部
で
働
く
。

場
の
Ք
働
状
況
や
ൢ
ച
ళ
へ
の
༌
ૹ


に

を

り
、߽
Ӎ
な
ど
ѱ
ఱ
時

は
対
Ԡ
に

わ
れ
る
。手
元
の
Ϟ
χ

タ
ー
ը
໘
に
常
時
ө
る
の
は
、ࣗ
分

も
行
く
は
ず
だ
っ
た
新

場
の
ྠ
転

ػ
、と
も
に
働
く
は
ず
だ
っ
た
後
ഐ
た

ち
の
࢟
ộ
。

　
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
新


場
へ
行
っ
た
後
ഐ
ら
、
印
刷
職
場

の
有
志
ù÷
人
ほ
ど
が
ҿ
み
会
を
開
い

て
く
れ
た
。「
み
ん
な
待
っ
て
ま
す

か
ら
、ૣ
く
ؼ
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
」

と
ݴ
わ
れ
た
。
ྦ
が
あ
;
れ
た
。

【
新
聞
労
連
争
議

ѹ
対
ࡦ
副
部

長
・
Ӊ
ࠤ
見
ত

】

　「
こ
ん
な
の
、
や
っ
と
れ
る
か
ʂ
」

と

っ
た
の
は
、
組
合
を
移
ろ
う
と

ෲ
を
決
め
た
１
９
９
０
年
ॳ
め
の
こ

と
で
あ
る
。

　

時
úû
ࡀ
、
ೖ
社
øý
年
。
ྠ
転


と
し
て
ࢷ
も
の
っ
て
き
た
。
今
の
ハ

イ
テ
ク
ྠ
転
ػ
と
ҧ
い
、
イ
ン
ク
ま

み
れ
の
重
労
働
を
毎
日
こ
な
し
つ

つ
、
労
連
ඇ
加
ໍ
の
第
一
労
組
（
一

労
）
で
中
央
委
員
も
務
め
て
い
た
。

　
岡
山
県

ෑ
市
に
新
設
す
る
印
刷

け
論
に
し
て
ಀ
げ
る
つ
も
り
か
。

　
さ
ら
に
社
ଆ
は
、
２
人
が
新


場
ۈ
務
に
な
る
と
「
௨
ۈ
時

間
が
長
く
な
る
」
と
主
ு
し

た
。
だ
が
、
新

場
の
あ
る
岡

山
県
ૣ
島
ொ
は
岡
山
市
中
৺
部

か
ら
南

に

れ
た

ෑ
市
د

り
に
あ
り
、

ෑ
市
在
ॅ
の
２

人
は
新

場
の
方
が
ࣗ

か
ら

ۙ
い
。
加
լ
さ
ん
は
「
本
社
は

௨
ۈ
時
間
û÷
分
、
ૣ
島

場
な

ら
ø÷
分
。
人
事
部
長
は
私
の
ࣗ


を
知
っ
て
い
る
は
ず
」
と
、

県
労
委
の
ௐ
ࠪ
の
席
で
社
ଆ
の

ڏ
ِ
を
ࢦ
ఠ
し
た
。

　
新

場
の
ྠ
転
ػ
に
つ
い
て

˝
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
ૢ
作
方
法

の
習
ಘ
が
ඞ
ཁ
˝
２
人
は
パ
ソ

コ
ン
の
ス
Ω
ル
が
な
い
と
Կ
度

も
主
ு
し
た
Ổ
と
の
社
ଆ
の
記

ඇ
正
規
社
員
の
労
働
条
件
改
ળ

と
正
社
員
の
労
働
条
件
ෆ
ར
ӹ

変
更
と
を
ト
レ
ー
υ
Φ
ϑ
と
す

る
社
ଆ
の
主
ு
に

対
し
、
す

べ
て
の
組
合
員
が
ೲ
ಘ
で
き
る

ಆ
い
に
し
て
い
き
ま
し
Ỷ
う
。

述
も
で
た
ら
め
。
ྠ
転
ػ
の
設

定
は
集
中
制
ޚ
൫
で
行
い
、
パ

ソ
コ
ン
は
関

な
い
。
加
լ
さ

ん
は
パ
ソ
コ
ン
が
ۤ
手
だ
と
社

ଆ
に
ݴ
っ
た
こ
と
も
な
い
。

　
ϑ
ェ
イ
ク
だ
ら
け
の
社
ଆ
の

主
ு
。
田

さ
ん
は
「
民
主
主

義
を
守
る
新
聞
社
が
、
こ
ん
な

こ
と
を
し
て
い
て
良
い
の
か
」

と
୰
い
た
。

ん
と
同
じ

ఔ

理
部
に
な
っ

た
に
す
͗
な
い
。　

　
Ծ
に
社
ଆ
の
主
ு
の
௨
り
、

♫ࡀ┴ປጤᥦฟࡓࡋ᭩㠃ࡢ୰ࠖࢡ࢙ࣇࠕࡿ࠶ᙇࠎᩘࡢ
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女
性
参
加
の
組
合
活
動
は

２６
・
２７
日
に
執
行
部
セ
ミ
ナ
ー

　
Χ
ツ
Φ
の
一
本

り
で
知

ら
れ
る
ߴ
知
県
・
中

ࠤ
ொ

久
ྱ
。
こ
の
ொ
の

ॴ
・
大

正
ொ
市
場
が
こ
の
時
ق
、
؍

ޫ
٬
で
ご
っ
た
ฦ
す
。
お



て
は
Χ
ツ
Φ
で
は
な
く
、

०
を
迎
え
た
メ
ジ
Χ
（
マ
ル

ソ

μ
）
の
新
子
で
あ
る
。

　


に
し
て
ϒ
シ
ỿ
Χ
ン

を
合
わ
せ
る
の
が
ྲྀ
ّ
。

さ
っ
ͺ
り
、
も
ち
も
ち
の
ࣃ

ご
た
え
に
、
ϒ

シ
ỿ
Χ
ン
の
さ

わ
や
か
な
߳
り

と
ࢎ
味
が
実
に

よ
く
合
う
。

　
ࡢ
年
は
２
回

๚
れ
た
が
、
ړ

が
গ
な
く
ۭ
ৼ

り
。
ઌ
日
、
μ

メ
元
で
行
っ
て

み
る
と
、
運
よ

く
最
後
の
一
ࡼ

に
あ
り
つ
け

た
。
２
年
Ϳ
り

の
新
子
。
大
げ
さ
で
は
な
く

ײ
動
し
た
。

　
こ
の
新
子
、
ই
み
や
す
い

た
め
、
ੲ
は

り
上
げ
る
ړ

ࢣ
と
そ
の
Ո

が
৯
べ
る

ἔ
ཪ
メ
χ
ỿ
ー
ἕ
だ
っ
た
と

い
う
。
そ
れ
が
ú÷
Ỗ
û÷
年
ほ

ど
前
か
ら
ঃ
々
に
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
ߴ

道
࿏
の
Ԇ
৳
に
合
わ

せ
て
ۙ
ྡ
ࣗ
治
体
が
「
新
子

ま
つ
り
」
を
開
催
、
一
ؾ
に

ϒ
レ
ー
ク
し
た
。

　
私
は
ù÷
年
ほ
ど
前
、
こ
の

ொ
を
受
け
࣋
つ
支
局
で
２
年


ա
ご
し
た
。
今
も
年
に


回
๚
れ
る
が
「
お
っ
、
村
長

（
私
の
あ
だ
名
）
、
元
ؾ
か

え
ʁ
」
と
声
を
か
け
て
く
れ

る
人
が
い
る
。
こ
の
ொ
の

ϑ
Ỹ
ン
ク
ラ
ϒ
を
結
成
し
た

大
ࡕ
在
ॅ
の
男
ੑ
は
「
無
ఴ

加
の
人
情
に
༊
さ
れ
る
」
と

話
し
て
い
た
。
新
子
を
৯
べ

に
来
る
人
に
、
こ
の
Թ
か
さ

が

わ
れ
ば
と
願
っ
て
い

る
。

᪂Ꮚࡢ࢝ࢪ࣓�࠸࡞ࡽࡲࡓࡀ㣗ឤࡢࡕࡶࡕࡶ

ᅄᅜᆅ㐃ጤဨ㛗

᳜ᮧៅ୍㑻（高知新聞労組）

　
ݪ
発
ૌ
ু
に
ú÷
年
Ҏ
上
に
わ
た
っ
て
取
り
組
む
人
ݖ

の

ւ

༤
一
ห
ޢ
࢜
（
ýú
）
は
、
ݪ
発
の
安
全
ੑ
に
関
し
て
、

「
事
実
を

え
る
メ
デ
ỹ
ア
の
役
割
は
大
き
い
。
ࠃ
や
電
力
会

社
が
、
Պ
学
者
の
ࢦ
ఠ
に
対
し
て
े
分
に

ূ
で
き
た
か
と

い
う
視
点
で
報
道
し
て
ほ
し
い
」
と
ޠ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
時
事
௨
৴
労
組
・
山
中
貴
༟
）

ห
ޢ
海࢜

渡
雄
一
　
ん

さ
　

か
い
ど
・
ゆ
う
い
ち

１
９
５
５
年
兵
ݿ
県
ੜ

ま
れ
。
東
大
ଔ
業
後
、

ห
ޢ
࢜
に
。
２
０
１
０

年
か
ら
２
年
間
、
日
ห

連
事
務
総
長
を
務
め

た
。
࠺
は
社
民
党
副
党

ट
の
福
島
ਸ਼
ึ
ࢯ
。

　
Ổ
ݪ
発
問
題
に
取
り
組
む

き
っ
か
け
は
。

　
大
学
で
ެ

問
題
を
ߟ
え

る
α
ー
ク
ル
に
ೖ
り
、
ॅ
民

運
動
の
現
場
で
話
を
聞
い

た
。
ݪ
子
力
ࢿ
ྉ
情
報
ࣨ
に

出
ೖ
り
し
、
１
９
７
９
年
に

࢘
法
म
習
が
࢝
ま
る

日
前

に
ถ
ࠃ
で
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島

ݪ
発
事
ނ
が
ى
き
た
。

　
Ổ
ห
ޢ
࢜
と
し
て
の
活
動

は
。

　
ÿü
年
の
も
ん
じ
ỵ
設
ஔ
許

可
ૌ
ু
か
ら
本
֨
త
に
携
わ

っ
た
。
一
連
の
ૌ
ু
で
は
７

回

決
が
出
た
が
、
Āù
年
の

最
ߴ
ࡋ

決
は
、
周
辺
ॅ
民

の
ݪ
告
ద
֨
を
認
め
て
一
৹

に
ࠩ
し

し
た
。

時
は
最

ߴ
ࡋ
も
ݪ
発
の
ة
ݥ
ੑ
を
認

ࣝ
し
て
い
た
。
ૌ
ু
を
ଓ
け

な
け
れ
ば
ഇ

に
な
ら
な
か

っ
た
か
も
し
れ
ず
、
࢘
法
の

果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
。

福
島
ݪ
発
の
事
ނ
後
は
、
ܐ

事

任
の

ٴ
と
ࠩ
し
止
め

ૌ
ু
、
ඃ
ࡂ
者
や
ݪ
発
労
働

者
の
支
援
に
力
を
ೖ
れ
て
い

る
。

　
Ổ
東
京
電
力
چ
経
Ӧ
ਞ
の

ܐ
事
ࡋ

は
、
ø÷
月
に
も
ඃ

告
人
࣭
問
が
࢝
ま
り
Ղ
境
を

迎
え
る
。

　
検

৹
ࠪ
会
が
強
制
ى
ૌ

し
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
か
っ

た
こ
と
が
、
法
ఊ
で
次
々
と

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
ڊ

大
津
波
が
ऻ
来
す
る
と
の
２

０
０
８
年
の
東
電
の
シ
ミ
ỿ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
୯
な
る
ࢼ
算

で
な
く
、
୲

社
員
は
対
ࡦ

が
ઌ
ૹ
り
さ
れ
「
力
が
ൈ
け

た
」
と
ূ
ݴ
し
た
。
日
本
ݪ

子
力
発
電
は
東
ւ
第
２
ݪ
発

で
実
ࢪ
し
た
津
波
対
ࡦ
の
報

道
発
表
を
取
り
や
め
て
お

り
、

会
社
の
東
電
が
ԡ
さ

え
ࠐ
ん
で
い
た
こ
と
も
分
か

っ
た
。

　
Ổ
事
ނ
の

ল
が
ੜ
か
さ

れ
ず
全
ࠃ
で
࠶
Ք
働
が
進
む
。

　

島
ߴ
ࡋ
が
ࡢ
年
øù
月
、

　
新
聞
労
連
は
、
ॳ
め
て
労
働

組
合
の
執
行
部
を
୲
う
人
な
ど

を
対

に
、
労
働
組
合
の
課
題

や
知
ࣝ
を
学
Ϳ
た
め
「
執
行
部

セ
ミ
ナ
ー
」
を
９
月
ùý
、
ùþ
の

྆
日
、
東
京
都
内
の
文
京
区
民

セ
ン
タ
ー
で
開
く
。
ঁ
ੑ
の
執

行
部
役
員
経
ݧ
者
に
よ
る
パ
ネ

ル
౼
論
や
大
手
の
組
合
が
こ
の

１
年
間
で
中
৺
త
に
取
り
組
ん

だ
課
題
に
つ
い
て
報
告
し
て
も

ら
う
。

　
セ
ミ
ナ
ー
の
ॳ
日
は
組
合
活

動
の
基
ૅ
知
ࣝ
と
題
し
た
講

義
、
今
Ն
、
ࠃ
会
を
௨
ա
し
た

Ѩ
ો
山

Ր
の
ة
ݥ
ੑ
か
ら

ҏ
方
ݪ
発
の
運
転
ࠩ
し
止
め

を
໋
じ
た
後
、
ݪ
子
力
規
制

委
員
会
は
Ր
山
に
関
す
る
基

४
を
ࣗ

で
ࠎ
ൈ
き
に
し

た
。

ࡂ
前
も


基
४
に

つ
い
て
同
じ
こ
と
が
ى
き
て

お
り
、
ط
視
ײ
が
あ
る
。

　
Ổ
メ
デ
ỹ
ア
に
ٻ
め
る
の

は
。

　「
ど
ち
ら
の
意
見
も
あ
り
ま

す
」
で
は
な
く
、
ࠃ
や
電
力

会
社
が
Պ
学
者
の
ࢦ
ఠ
に


ূ
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
に



し
て
ほ
し
い
。
े

分
な
根
ڌ
を
ࣔ
し
た
か

ど
う
か
は
、
٬
؍
త
な

事
実
と
し
て
報
じ
る
こ

と
が
で
き
る
は
ず
だ
。

反
証
な
さ
れ
た
か
検
証
を

　
新
聞
労
連
東
京
地
連
の
書
記

（
ࡒ
政
݉
事
務
書
記
）
を
募
集

し
ま
す
。

　
　
　
【
ۈ
務
地
】

　
東
京
都
文
京
区
本
郷
２
Ổ
øþ

Ổ
øþ
Ҫ

本
郷
ビ
ル
̒
֊
　

電
話
÷ú
Ổ
５
８
４
２
Ổ

２
２
０
１

̛
̖
̭
÷ú
Ổ
５
８
４
２
Ổ

２
２
５
０

˞ 

Ԡ
募
書
ྨ
の
ૹ
付
ઌ
も
同

じ
。
Ѽ
名
は
「
新
聞
労
連
東
京

地
連
　
採
༻

」
。

　
　
【
雇
༻
条
件
】

˙
雇
༻
形
ଶ
⽅
１
年
ܖ
約
の
有

期
ܖ
約
職
員
（
年
ྸ
制
ݶ
な

し
）
。
ݪ
ଇ
と
し
て
ܖ
約
更
新

し
ま
す
。

記
̏
ڃ
Ҏ
上
が
ඞ

ཁ
。
ワ
ー
プ
ロ
や
表
計
算
ソ
ϑ

ト
な
ど
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
ૢ
作

が
で
き
る
方
。

˙
待
۰
⽅
東
京
地
連
規
定
に
よ

る
。

ۚ
は
時
څ
１
̒
０
０

ԁ
。
߆
ଋ
労
働
時
間
は
ø÷
時
Ỗ

øÿ
時
（
う
ち
休
ܜ
１
時
間
）
。

̒
月
と
øù
月
に

与
あ
り
（
約

１
Χ
月
分
の

ۚ
相

）
。
௨

ۈ
අ
は
実
අ
支
څ
。

・
日
・

祝
日
は
ݪ
ଇ
休
み
。
Ն
休
み
と

年

年
࢝
休
Ջ
は
そ
れ
ͧ
れ
７

日
間
。
社
อ

උ
。
ࢼ
༻
期
間

̏
Χ
月
。
そ
の
ଞ
、
関
連
す
る

労
働
法
に
従
う
。

　
　
　
【

事
内
容
】

　
東
京
地
連
の
ࡒ
政
ॲ
理
お
よ

び
ࢿ
ྉ
作
成
、
電
話
Ԡ

な
ど

の
事
務
作
業
全
ൠ
。

　
　
　
【
採
༻
方
法
】

　
市
ൢ
の
「
ཤ
歴
書
」
（
転
職

の
場
合
は
職
務
経
歴
書
ؚ
む
）

と
「
志

動
ػ
の
作
文

（
８
０
０
ࣈ
）
」
を
ࠨ
記
の
期

ݶ
ま
で
に
༣
ૹ
な
い
し
࣋
ࢀ
し

て
く
だ
さ
い
。
書
ྨ
৹
ࠪ
で
௨

ա
し
た
方
を
対

に
໘
接
し
ま

す
。
໘
接
日
は
Ԡ
相
ஊ
。
ண
任

　
新
聞
労
連
新
聞
ݚ
ڀ
部
は
、

ø÷
月
̒
日
（

）
・
７
日

（
日
）
「

元
を
見
直
す
、
۷

「
働
き
方
改
革
関
連
法
」
に
つ

い
て
学
Ϳ
ほ
か
、
ઌ
の
定
期
大

会
で
新
た
に
方
針
決
定
し
た
全

て
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
根
絶

し
、
組
合
活
動
に
ঁ
ੑ
が
ࢀ
ը

し
や
す
い
の


に
つ
い
て
ঁ

ੑ
の
組
合
執
行
部
経
ݧ
者
ら
に

よ
る
パ
ネ
ル
౼
論
で
実
ફ
し
た

こ
と
や
ア
イ
デ
ア
を
紹
介
し
て

も
ら
う
。

　
２
日

は
、
ಡ
ച
、
毎
日
、

ே
日
、
日
経
、
共
同
௨
৴
の
大

手
５
労
組
が
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
ϑ

バ
ラ
ン
ス
や
セ
ク
ハ
ラ
、
デ
ジ

タ
ル
化
と
働
き
方
改
革
、
無
期

転
換
社
員
の
組
織
化
、
職
場
࠶

ฤ
問
題
な
ど
に
つ
い
て
報
告
す

る
。

　
୯
組
の

を

え
、
新
執
行

部
が
ަ
ྲྀ
で
き
る
よ
う
࠙

会

も
お
こ
な
う
。
セ
ミ
ナ
ー
の
ৄ

ࡉ
は
次
の
௨
り
。

　
　
　
　
　
˖
　

˝
日
時
　
２
０
１
８
年
９
月
ùý

日
（
水
）
øú
時

Ỗ
ཌ
ùþ
日

（
木
）
øù
時

˝
場
ॴ
　
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
　

２
ー
̖
会
議
ࣨ
（
文
京
区
य़
日

４
ஸ

øü
൪
øû
߸
）

˝
内
容
　
９
月
ùý
日
øú
時

Ỗ

øÿ
時
。
第
１
講
࠲
　
労
働
組
合

の
基
ૅ
知
ࣝ
。
第
２
講
 ࠲

ঁ

ੑ
の
取
り
ר
く
職
場
環
境
と
組

合
活
動
を
ߟ
え
る
パ
ネ
ル
౼

論
。
øĀ
時
Ỗ
࠙

会
「
水
道

ڮ
」
周
辺
。

　
９
月
ùþ
日
９
時

Ỗ
øù
時
。

大
手
ࢴ
労
組
か
ら
学
Ϳ
ଟ
様
な

取
り
組
み
（
ே
日
、
日
経
、
ே

日
、
共
同
、
毎
日
の
報
告
）
。

˝
ࢀ
加
ਃ
し
ࠐ
み
　
９
月
øĀ
日

	

水


ま
で
に
ਃ
ࠐ
書
に
記
ೖ
の

上
、
新
聞
労
連
̛
̖
̭
÷ú
Ổ

５
８
４
２
Ổ
２
２
５
０
へ
ૹ
৴

の
こ
と
。

˝
ࢀ
加
අ
　
ࢀ
加
අ
は
無
ྉ
。

॓
ധ
す
る
方
は
各
ࣗ
で
ご
予
約

Լ
さ
い
。
ॳ
日
の
࠙

会
の
会

අ
５
０
０
０
ԁ
は
各
୯
組
・
ݸ

人
で
ෛ
୲
。
ྖ
ऩ
書
を
発
行
し

ま
す
。

日
は
２
０
１
８
年
øø
月
ࠒ
（
Ԡ

相
ஊ
）
。

　
　
【
問
い
合
わ
せ
ઌ
】

　
新
聞
労
連
東
京
地
連
　

０
８
０
Ổ
８
４
̒
９
Ổ

８
４
８
１
（
୲

⽅
書
記
長
・

飯
郷	

い
い
ご
う


）

【
Ԡ
募
締
め

り
】

　
２
０
１
８
年
９
月
øû
日

（
ۚ
）
　
ޕ
前
ø÷
時
ま
で
。

り
Լ
げ
る
」
を
テ
ー
マ
に
第
ûü

回
̟
̩
̘
若
手
記
者
ݚ
म
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
ॳ
日
は
、
ே
日
新
聞
の
大
久

อ
ਅ
ل
記
者
に
ႄ
ࡑ
事
件
を
取

ࡐ
す
る
視
点
に
つ
い
て
、

２
０
１
̏
年
に
̣
̝
̠
の
記
者

だ
っ
た
່
未
和
さ
ん
を
ա
労
で


く
し
た
ࠤ
戸
恵
美
子
さ
ん
か

ら
は
ա
労
ࢮ
で
Ո

を

く
し

た
思
い
と
今
の
願
い
に
つ
い
て

講
演
し
て
い
た
だ
き
、
̏
講
࠲


は
琉
球
新
報
ୌ
本
ঊ
記
者
が

ら
動
き
ଓ
け
る
沖
縄
の
報
告
を

受
け
ま
す
。

　
２
日

は
、
上
ஐ
大
学
ࠃ
ࡍ

ڭ
ཆ
学
部
ڭ
त
中
野
ߊ
一
さ
ん

か
ら
改
ݑ
問
題
を
中
৺
に
お
話

し

き
、
毎
日
新
聞
ߍ
Ӿ
ά

ル
ー
プ
ࠤ
ݪ
慶
さ
ん
と
ࡈ
藤
美

ߚ
さ
ん
に
は
、
ߍ
Ӿ
記
者
か
ら

見
た
記
事
の
書
き
方
を
ྫ
を
ަ

来月 6・7日に JTC 若手研修会

え
な
が
ら
ࣔ
し
て

き
ま
す
。

　
ޕ
後
は
߃
ྫ
の
൝
別
デ
ỹ
ス

Χ
ッ
シ
ョ
ン
。
各
ࣗ
記
事
を
࣋

ち
د
り
デ
ス
ク
役
か
ら
講
ධ
を

う
け
た
り
、
日
々
の
取
ࡐ
活
動

で
の

み
な
ど
を
話
し
合
い
ま

す
。
部
分
ࢀ
加
可
。
ೖ
社
̏
年

Ỗ
ø÷
年

ఔ
度
の
方
々
の
ご
ࢀ

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ॳ
日
の
会
場
は
東
京
・
文
京
シ

ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
４
֊
シ
ル

バ
ー
ホ
ー
ル
、
２
日

は
区
民

会
議
ࣨ
５
֊
̘
会
議
ࣨ
ଞ
で

す
。
問
い
合
わ
せ
は
、
労
連
新

聞
ݚ
ڀ
部
ま
で

東
京
地
連
が

書
記
を
募
集

ঙඥ Ὁ ඌጃ Ὁ ᢅіര

ᜒࠖᨉỆɶỤ
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南
日
本
結
成
７０
周
年　

　
　
　
　
　

 

鹿
児
島
市
で
記
念
式
典

活動の継承、決意新たに

 

沖
縄
マ
ス
協
、新
体
制

　
　
　
　
　
　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
根
絶
な
ど
決
議

 

規
約
改
正
で
会
計
期
間
変
更

　
沖
縄
県
マ
ス
コ
ミ
労
働
組
合

協
議
会
（
沖
田
有
吾
議
長
）
は

７
月
ùþ
日
、
那
覇
市
内
で
２
０

１
９
年
度
定
期
大
会
を
開
き
、

新
役
員
体
制
や
活
動
方
針
、
予

算
案
な
ど
を
全
会
一
致
で
承
認

し
た
。
新
役
員
は
議
長
に
鈴
木

実
さ
ん
（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
労

組
）
、
副
議
長
に
稲
福
政
俊
さ

ん
（
琉
球
新
報
労
組
）
、
浦
崎

淳
さ
ん
（
宮
古
テ
レ
ビ
労

組
）
、
事
務
局
長
に
又
吉
慶
伍

さ
ん
（
沖
縄
テ
レ
ビ
労
組
）
、

事
務
局
次
長
に
森
根
健
さ
ん

（
専
従
）
を
選
任
し
た
。

　
大
会
で
は
こ
と
し
大
き
く
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
セ
ク
ハ

ラ
問
題
を
受
け
て
「
記
者
に
対

す
る
セ
ク
ハ
ラ
に
断
固
抗
議

し
、
職
場
内
外
で
の
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
根
絶
を
誓
う
特
別
決

議
」
、
政
府
・
与
党
が
強
行
採

決
し
た
働
き
方
改
革
関
連
法
案

に
異
議
を
唱
え
る
「
労
働
者
の

声
を
無
視
し
た
『
働
き
方
改
革

関
連
法
案
』
成
立
に
抗
議
す
る

特
別
決
議
」
の
２
つ
の
決
議
を

採
択
し
た
。

　
鈴
木
新
議
長
は
辺
野
古
新
基

地
建
設
問
題
を
は
じ
め
と
す
る

基
地
問
題
な
ど
、
様
々
な
課
題

が
山
積
し
て
い
る
こ
と
に
触

れ
、
「
私
た
ち
一
人
一
人
は
微

力
で
も
、
会
社
の
壁
を
乗
り
越

え
て
集
ま
れ
ば
で
き
る
こ
と
が

あ
る
。
民
主
主
義
や
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
、
労
働
条
件
な
ど
、

様
々
な
分
野
で
手
を
取
り
合
お

う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
新
聞
労
連
沖
縄
地
連（
吉
田

央
委
員
長
・
沖
縄
タ
イ
ム
ス
労

組
）の
定
期
大
会
も
合
わ
せ
て

開
催
し
、
諸
課
題
の
解
決
に
向

け
マ
ス
コ
ミ
労
協
と
連
携
し
な

が
ら
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し

た
。
新
役
員
は
委
員
長
に
當
眞

正
武
さ
ん（
琉
球
新
報
労
組
）、

書
記
長
に
外
間
愛
也
さ
ん

（
同
）、
副
委
員
長
に
新
垣
亮
さ

ん（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
労
組
）、中

央
執
行
委
員
に
新
崎
哲
史
さ
ん

（
同
）を
選
任
し
た
。

【
琉
球
新
報
労
組
・
外
間
愛
也
】

　
南
日
本
新
聞
労
組
（
鹿
児
島

市
）
の
組
合
結
成
þ÷
周
年
記
念

式
典
が
ùû
日
、
鹿
児
島
市
の
ホ

テ
ル
で
あ
っ
た
。
新
聞
労
連
や

九
州
地
連
、
東
北
地
連
、
京
都

新
聞
労
組
、
神
戸
新
聞
・
デ
イ

リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
労
組
、
宮
古
毎

日
新
聞
労
組
な
ど
の
ほ
か
、
南

日
本
労
組
の
組
合
員
ら
約
１
０

０
人
が
出
席
。
明
治
維
新
１
５

０
年
で
盛
り
上
が
る
鹿
児
島
の

地
で
、
活
動
の
継
承
と
新
聞
労

働
者
の
横
の
連
携
へ
の
決
意
を

新
た
に
し
た
。

　
式
典
で
、
南
日
本
労
組
の
兵

頭
昌
岳
実
行
委
員
長
は
「
各
地

か
ら
仲
間
に
駆
け
付
け
て
い
た

だ
い
た
。
未
来
に
向
か
い
知
恵

を
出
し
合
う
場
に
し
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
第
ÿû
代
の
中
咲
貴

稔
委
員
長
は
「
現
在
の
職
場
環

境
は
、
労
働
条
件
を
勝
ち
取
っ

て
き
た
歴
代
執
行
部
の
お
か

げ
。
バ
ト
ン
を
受
け
継
が
ね
ば

と
決
意
し
た
。
一
方
で
新
聞
社

は
転
換
点
を
迎
え
て
お
り
『
守

る
と
こ
ろ
は
守
り
、
変
え
る
と

こ
ろ
は
変
え
る
』
を
胸
に
活
動

を
進
め
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
南
日
本
新
聞
の
木
脇
良
知
常

務
は「
立
場
が
異
な
る
こ
と
も

あ
る
と
思
う
が
、で
き
る
だ
け
一

致
点
を
見
い
だ
し
て
、い
き
い
き

と
働
け
る
会
社
を
作
り
、社
業

を
と
も
に
進
め
た
い
」。　
祝
辞

で
新
聞
労
連
の
相
川
和
男
書
記

長
は「
今
ま
で
の
成
果
を
大
事

に
し
な
が
ら
、九
州
地
連
や
新

聞
労
連
と
団
結
を
強
め
、素
晴

ら
し
い
運
動
を
展
開
す
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
」と
話
し
た
。

　
記
念
講
演
も
あ
り
、
か
ご
し

ま
探
検
の
会
の
東
川
隆
太
郎
代

表
理
事
が
「
明
治
維
新
１
５
０

年
と
情
報
の
役
割
」
と
題
し
、

話
し
た
。
余
興
で
は
、
Ｏ
Ｂ
に

よ
る
津
軽
三
味
線
演
奏
の
ほ

か
、
宮
崎
日
日
新
聞
労
組
の
今

吉
誠
美
委
員
長
が
南
日
本
の
若

手
組
合
員
と
事
前
練
習
を
重
ね

た
「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」
を

披
露
。
最
後
は
、
南
日
本
労
組

の
久
本
周
平
前
委
員
長
の
チ
ェ

ス
ト
三
唱
で
締
め
た
。

　
南
日
本
新
聞
労
組
は
１
９
４

８
年
７
月
øý
日
に
結
成
さ
れ

た
。
２
０
０
１
年
に
現
在
の
社

屋
へ
移
転
、
÷Ā
年
の
夕
刊
休
刊

や
印
刷
分
社
化
な
ど
を
経
て
現

在
に
至
る
。
øÿ
年
７
月
現
在
の

組
合
員
は
１
９
２
人
。

【
九
州
地
連
前
委
員
長
・
犬
塚

政
志
】

　
東
京
地
連
の
第
Āù
回
定
期
総

会
が
８
月
ùû
日
、
東
京
・
文
京

区
の
全
水
道
会
館
で
開
催
さ

れ
、
あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

を
許
さ
ず
、
長
時
間
労
働
の
是

正
や
未
組
織
労
働
者
の
組
織

化
、
争
議
支
援
な
ど
を
内
容
と

し
た
方
針
を
採
択
し
た
ほ
か
、

直
接
無
記
名
投
票
で
会
計
期
間

変
更
の
規
約
改
正
も
可
決
し

た
。

　
山
村
学
・
東
京
地
連
委
員
長

は
、
開
会
の
あ
い
さ
つ
で
「
新

聞
業
界
を
巡
る
状
況
は
厳
し

い
。
総
会
で
活
発
な
議
論
を
期

待
し
た
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
活
動
報
告
で
は
、
飯
郷
亮
太

書
記
長
が
電
波
新
聞
や
山
陽
新

聞
の
争
議
支
援
、
無
期
転
換
社

員
の
雇
い
止
め
阻
止
と
組
織

化
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど

の
学
習
会
、
東
京
総
行
動
に
つ

い
て
説
明
し
た
。
ま
た
、
山
村

委
員
長
が
来
期
執
行
部
を
縛
る

も
の
で
は
な
い
と
し
た
上
で
、

東
京
地
連
と
関
東
地
連
の
統

合
・
合
併
案
の
協
議
内
容
を
報

告
。
東
京
地
連
の
岡
部
書
記
が

来
年
１
月
に
退
職
す
る
こ
と
を

受
け
て
、
後
任
の
書
記
を
募
集

す
る
と
説
明
し
た
。

　
そ
の
後
、
前
年
度
方
針
に
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
強
化

を
加
え
た
２
０
１
８
年
度
運
動

方
針
と
予
算
が
承
認
さ
れ
た
。

　
最
後
に
次
期
執
行
部
と
し

て
、
藤
元
万
理
子
副
委
員
長

（
共
同
労
組
）、
安
本
龍
太
郎
書

記
長
（
時
事
労
組
）
が
紹
介
さ

れ
了
承
し
た
。
今
後
、
副
委
員

長
を
毎
日
労
組
か
ら
選
出
す
る

な
ど
、
役
員
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

に
沿
っ
た
形
で
執
行
部
体
制
を

整
え
る
方
針
。

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
を
踊
る
南
日
本
と
宮
日
、
九
州

地
連
の
組
合
員
ら
＝
８
月
２４
日
・
鹿
児
島
市
内

１８
夏
季
一
時
金
回
答
状
況

８
月
３１
日
現
在

東
京

地
連
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